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令和４年度 文化財防災訓練等実施状況報告 都道府県名 

徳島県 

行 事 名 称 旧永井家庄屋屋敷消火訓練（文化財防火デー） 

実施期間・日時 令和５年１月３１日（火） １４：００～１５：３０ 

実 施 場 所 旧永井家庄屋屋敷（徳島県美馬郡つるぎ町貞光字西浦37番地） 

主 催 者 つるぎ町教育委員会 

■実施内容 

訓練の想定 

 管理人が観光客の案内をしているとき、管理人室の石油ストーブが異常燃焼を起こし出火炎上した。火災報知

器が発動し出火に気がつくが、既に火の手は大きくなっていた。建物には数名の観光客が残っている。 

 木造茅葺であり建物本体に火が燃え移ると消火が困難になるため、初期消火が重要となるが、観光客の避難誘

導も必要である。 

訓練の内容 

１．観光客の避難誘導訓練 

２．関係機関（消防署等）への連絡訓練 

３．消火器による初期消火訓練 

４．消防署による放水訓練 

参加者及び役割分担 

旧永井家庄屋屋敷管理人 ２名 観光客誘導 １１９番通報 初期消火訓練 

美馬西部消防署          ７名 旧永井家庄屋屋敷内の消防設備等の点検 放水消火訓練 講評 

つるぎ町産業経済課職員 ２名 初期消火訓練 

つるぎ町管理防災課   ２名 現場立ち会い 

つるぎ町教育委員会   ４名 庶務 

特に工夫した点 

 観光客の避難誘導、１１９番通報、初期消火と連続して行うことにより、実際の火災時における手順を習得で

きるよう努めた。 

問題点・課題 

 通常時は管理人１人で勤務しており、観光客が多いときなどは、全て対応できるか不安である。有事の際には

応援を求める方法も検討しなくてはならない。 

その他 

 新型コロナウイルス感染拡大予防の観点から、地域住民及び地元消防団の参加を見送った。 

訓練風景 
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